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　海外販路チャレンジセミナーを開催

■商工会議所の動き（9月）／会員ゴルフ大会を開催／

　青年部　次年度会長を選任
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● 期　日　平成31年1月7日(月)
● 会　場　ホテル天地閣
● 参加費　1,000円
※詳細は本誌付録の
　申込書をご覧ください。

平成31年
新年名刺交換会
平成31年

新年名刺交換会

● 日　時　11月10日(土)
　　　　　9：00～ 16：00
　　　　　　　 11日(日)
　　　　　9：00～ 15：30
● 会　場　池の川さくらアリーナ

第42回 日立市産業祭第42回 日立市産業祭

是非ご来場ください！

日立市内の芸術作品 ⑦
渡辺　浩三 《椅上提琴》 1978年
日立市郷土博物館蔵

　渡辺浩三は秋田出身ですが、日立および茨
城にゆかりの深い画家です。昭和初期にパリ
で佐伯祐三らとともに制作し、戦後は静物画
の名手として日展などで活躍しました。

鈴木昇



　9月18日、会員サービス委員会は会員親睦バスツアーを実施。
東京の築地本願寺・築地場外市場を見学し、両国国技館で大相
撲9月東京場所を観戦しました。当日は会員企業の40名が参加し、
行程通り進めることができました。参加者からは「築地市場移転
前の活気のある場外市場を見ることができて良かった」「外国人
観光客の多さにびっくりした」「稀勢の里の勝ち越しの一番を大
迫力で見ることが出来た」との感想があり、移動の車内では当初の目的である会員相互の交流と親睦を図るこ
とができたバスツアーとなりました。

　9月20日、当所で産業振興対策委員会主催の海外販路チャレンジセ
ミナーを40名の参加で開催しました。「ジェトロとジャイカを活用し
て地元から海外へ販路拡大」をテーマに、日本貿易振興機構(JETRO)
茨城情報センターと国際協力機構(JICA)筑波センター担当者から、
市内・県内企業の海外展開事例を中心に紹介があり、会員企業の㈱
茨城製作所の担当者からは、ネパールでの電力不足解消における小
型水力発電機の導入と現地生産に取組む活動の説明がありました。
　参加者は海外展開の支援と現地取引の現状を実感し、今後の新たな事業展開に繋がるセミナーとなりました。
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産業振興対策委員会　海外販路チャレンジセミナーを開催産業振興対策委員会　海外販路チャレンジセミナーを開催

会員親睦バスツアーを開催会員親睦バスツアーを開催

　9月19日、平成31年度の会長を

選任する臨時総会を当所で開催し、

吉成俊昭氏（カーオーディオカスタ

ムショップ　ヨシナリ：写真左）が

選任されました。吉成氏は「会員の

皆様のお力をお借りし、微力なが

ら誠心誠意頑張りたい」と来年度の

抱負を語りました。任期は平成31

年4月から1年間となります。

青年部 次年度会長を選任！
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日立商工会議所の動き9月9月
9月 2 日 第95回電卓技能検定

9月 4 日 日商簿記３級取得講座（外7回）

9月 5 日 正副会頭会議

 第11回ドリンクラリー多賀地区

 参加店説明会

9月 6 日 悠々そろばん学習会（外2回）

 経営安定セミナー

9月 8 日 創業塾

9月10日 無料法律相談

9月12日 工業部会　正副部会長会議

9月18日 会員親睦バスツアー

 ビジネススキルアップセミナー

9月20日 産業振興対策委員会

 「ジェトロ・ジャイカセミナー」

 日立創業支援ネットワーク会議

9月22日 あきんど探検少年団活動

9月26日 常議員会

 観光環衛業部会　議員協議会

9月27日 会員サービス委員会

 ドリンクラリー実行委員会

 先端設備導入計画認定支援勉強会

9月28日 建設業部会　正副部会長会議

9月29日 第21回会員ゴルフ大会

　9月29日、会員サービス委員会主催の第21回会員ゴルフ大会

を日立ゴルフクラブで開催しました。台風が近づく影響で時折

小雨が降る中ではありましたが、70名の参加者がプレーを楽し

みました。

　森田辰則さん（株式会社ミナカワ）が初優勝を果たし、秋山会

頭から優勝トロフィーが授与されました。「一緒にラウンドした

メンバーに恵まれ楽しくプレーが出来て、優勝出来たことは大

変嬉しいです。」と、コメントをいただきました。次回も多くの

参加をお待ちしています。

第21回 会員ゴルフ大会を開催
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第1634号　（毎月20日発行） 平成30年10月20日　④

主　催：日立市産業祭実行委員会
共　催：日立商工会議所、日立市十王商工会、日立市
問合せ：日立市産業祭実行委員会事務局（日立市 商工振興課 22‐3111 内線487）

第42回日立市産業祭
平成30年 ＜雨天決行＞
11月10日（土）午前9時から午後4時
　　 11日（日）午前9時から午後3時30分
会場：日立市池の川さくらアリーナ

・和太鼓演奏　多賀さくら認定こども園
　　　　　　　豊浦さくら保育園
・明秀学園日立高校　ダンス部「ブルーフェアリーズ」
・ミニ上棟式　日立木材協同組合
・お楽しみ抽選会 …… 他

・日立市民吹奏楽団
・常陸太鼓の会
・ものづくりのまちコマ大戦
・ミニ上棟式　日立木材協同組合
・お楽しみ抽選会 …… 他

ご家族
おそろいで
ご来場
ください。

◆地元産の新鮮な旬の食材
◆市内事業者の工業製品や工芸品の展示・販売
◆最新家電製品フェア
◆ふれあい動物園
◆無料配布等のイベント
◆親善都市群馬県桐生市、友好都市
　山形県山辺町の物産品展示・販売

日立商工会議所ブース

●商工会議所ＰＲコーナー
●新ふるさと日立検定コーナー

〇無料シャトルバス（①日立駅発着　②常陸多賀駅発着）

10日（土） 11日（日）

お宅の屋根は
大丈夫ですか？
※平成１６年以前に製造された屋根材（カラーベスト）には
　アスベストが含まれております。
　　　　（ご心配な方は当店にご相談ください！）

⑤　第1634号　（毎月20日発行） 平成30年10月20日

◆特定商工業者法定台帳のご提出と負担金納入のお願い◆

負担金納入のお願い

　昭和28年10月に施行された商工会議所法に基づき、4月1日現在、

6ヶ月以上、地区内に営業所等を有する商工業者の方で次のいづれか

の事項に該当する方が対象となります。

　①地区内で、常時使用する従業員が20人

　　（商業・サービス業に属する事業を営まれている方の場合は5人）以上である事業所

　②資本金額又は払込済出資総額が300万円以上の法人企業

　これらの方々は、「商工会議所法」によって、事業の内容を法定台帳にて商工会議所に登録していただ

くことになっています。ご登録いただいた内容を台帳として整備し、商工会議所に寄せられる商取引の照

会や斡旋などの基礎資料として運用いたします。

　法定台帳は、法令で作成するように定められたものであり、法定台帳に関しての所要経費は、毎年

特定商工業者の方々にご負担いただいております。今年度の負担金は、4,000円（消費税課税対象外）

です。

■ 問合せ　総務課 ■

特定商工業者とは…

　当所では、茨城県立日立工業高等学校で実施する「日

立地区デュアルシステム」事業を支援しています。デ

ュアルシステムは希望生徒が週に1日、企業で実習を

行うもので、平成16年に全国15地域の1地域として指

定を受け始まった人材育成事業です。

◇受入期間：平成31年5月～翌年2月

　　　　　　週1日終日、計28日程度

◇対象業種：製造業、ソフトウェアなど

　　　　　　関連業種

◇人　　数：1～ 2名（1事業所）

◇申込締切：11月28日（水）

◇申込・問合せ：日立工業高校（担当：安）、

　　　　　　　　当所会員サービス並びに工業課

不明な点、疑問な点があればお問い合わせください。

今年度は15名の生徒が受入事業所９社で実習を行っています。

○茨城県立日立工業高等学校の2年生希望生徒20名程度が
　対象
○受入協力企業に対して、指導・監督等の費用の一部とし
　て協力金を支給します。
○参加生徒は、保険（傷害、賠償責任）に加入し、交通費
　及び昼食は、参加生徒が負担します。
○プログラムは、受入企業での作成をお願いいたします。

デュアルシステム受入事業所を募集デュアルシステム受入事業所を募集
地域人材育成事業
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　①地区内で、常時使用する従業員が20人

　　（商業・サービス業に属する事業を営まれている方の場合は5人）以上である事業所

　②資本金額又は払込済出資総額が300万円以上の法人企業

　これらの方々は、「商工会議所法」によって、事業の内容を法定台帳にて商工会議所に登録していただ

くことになっています。ご登録いただいた内容を台帳として整備し、商工会議所に寄せられる商取引の照

会や斡旋などの基礎資料として運用いたします。

　法定台帳は、法令で作成するように定められたものであり、法定台帳に関しての所要経費は、毎年

特定商工業者の方々にご負担いただいております。今年度の負担金は、4,000円（消費税課税対象外）

です。

■ 問合せ　総務課 ■

特定商工業者とは…

　当所では、茨城県立日立工業高等学校で実施する「日

立地区デュアルシステム」事業を支援しています。デ

ュアルシステムは希望生徒が週に1日、企業で実習を

行うもので、平成16年に全国15地域の1地域として指

定を受け始まった人材育成事業です。

◇受入期間：平成31年5月～翌年2月

　　　　　　週1日終日、計28日程度

◇対象業種：製造業、ソフトウェアなど

　　　　　　関連業種

◇人　　数：1～ 2名（1事業所）

◇申込締切：11月28日（水）

◇申込・問合せ：日立工業高校（担当：安）、

　　　　　　　　当所会員サービス並びに工業課

不明な点、疑問な点があればお問い合わせください。

今年度は15名の生徒が受入事業所９社で実習を行っています。

○茨城県立日立工業高等学校の2年生希望生徒20名程度が
　対象
○受入協力企業に対して、指導・監督等の費用の一部とし
　て協力金を支給します。
○参加生徒は、保険（傷害、賠償責任）に加入し、交通費
　及び昼食は、参加生徒が負担します。
○プログラムは、受入企業での作成をお願いいたします。

デュアルシステム受入事業所を募集デュアルシステム受入事業所を募集
地域人材育成事業
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　４年前に他所の動物病院で獣医師として勤務していた娘が、私の後継者になろうと戻ってきまし

た。妻がそのことを商工会議所に話したところ、今後娘と新たに行おうとする事業が 経営革新計

画承認制度の対象になると言われ、経営革新計画書作成セミナーの受講を勧められました。

　早速受講した妻は「目から鱗よ。小規模事業者は経営が安定していても、現状に甘んじてはいけ

ないんですって。10年、20年後を見据えて攻めなければいけないそうよ」と、私に真剣に話した

のでした。

　確かに全国的なことですが、動物病院は増えているのに、反比例してペットの飼育総数は減って

きています。また、飼い主様とペットの双方で高齢化していますので、車の運転が難しくなった飼

い主様が「往診してもらえないか」とか、「もう年だからペットは飼えない」という話もしています。

私もその対応策はないものかと考えていたところでした。

　『経営革新計画書』は主に妻が作成しました。講師の中小企業診断士の先生に「病院は“何ができ

るのか” “何が困っているのか” “何が強みなのか” を一つずつゆっくり書き出していくように」と、

指導されました。妻は書き上ることで「経営状態がよりハッキリ見えてきた」と嬉しそうに話して

いました。

　そして完成した計画書は、今年２月に県から承認されまし

た。それは融資や補助金等の申請の審査のポイントになるそ

うです。

　現在、 計画実現への第一歩として、申請後採択されたIT導

入補助金をもとに、動物病院専用の顧客・会計・経営管理が

一元化できる電子カルテシステムにするためのソフトウエア

を導入しました。これにより飼い主様の満足度を上げること

ができ、獣医療技術も向上させていくつもりです。全てのサー

ビス計画開始までもう少しかかりますが、ペットたちの安心

な獣医療のため頑張りたいと思っています。

※問い合せ、セミナーの申込はホームページの新着情報をご

　参考にしてください。

◆ 問合せ　経営支援課 ◆

各種補助金の申請や経営計画書の作成にも役立つセミナーを11月９日(金)から開催します。

昨年度の承認事業所にセミナー参加から計画承認までの感想を聞きました。

日立動物病院 （桜川町2－1－4　℡36－2505） 院 長　宇佐美　晃 さん

今 月 の 融 資 制 度 利 率今 月 の 融 資 制 度 利 率

○利　　率
○利子補給
○限 度 額　
○返済期間

1.01％
1.00％
1,000万円
運転・設備7年

【自治金融】

（平成30年10月1日現在）（平成30年10月1日現在）

1.11％
1.10％
2,000万円

運転7年　設備10年

【マル経制度】

1.11％
1.00％
2,000万円
運転・設備7年

【振興金融】

～ 目から鱗！経営革新計画書作成セミナー ～

経営革新講座2018 「経営革新計画のつくり方」

年末資金の準備はお早目に！
材料・商品の決済や冬季賞与等、通常に比べて資金が必要になる時期ですので、お気軽に

ご相談ください。

※年内申込み締切は12月初旬です。詳しくは経営支援課まで、お気軽にお問合せください。

内部犯罪・内部不正行為
8件
2.1％

バグ・セキュリティホール
5件
1.3％ ワーム・ウィルス

2件
0.5％

その他
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0.5％
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　ま
た
、
人
的
ミ
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よ
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情

報
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保
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重
要
情
報
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情
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